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「ニホンザルの出血症（仮称）」について（情報提供）
本生理学研究所が行っているナショナルバイオリソースプロジェクト「ニホンザル」（以下「ＮＢＲ事業」という。本事業に係るニホンザルの飼育，繁殖事業は、民間業者に委託）において、２００３年度から、飼育総数の１～２％程度のニホンザルで、死亡する事例の中に「紫斑と不活発性」を示すものが散発的にあった。
当初より、死亡例については注意して死因の究明を行ってきた。その手法は、関連するウィルスに対するゲノム検索と抗体検査を実施したものであり、共通して陽性となるものはなかった。
どの個体にも共通して血小板の減少が起きているが、病理組織学的検索ではその所見は様々で、単一の病原体による感染症を疑わせるものではない、という診断がなされてきた。
ＮＢＲ事業は、２００６年度以降４年間で計１４９頭のニホンザルを各地の研究者に供給してきたが、現在に至るまで供給先での同様な病例は報告されていない。（現在再確認中。）
ＮＢＲ事業での事例は、病理組織学的検索においても、骨髄抑制像は見られず、何らかの基礎疾患やストレス等によって免疫能力が低下したことによって敗血症を発病し、それに伴って血液の凝固系が活性化される播種性血管内凝固症候群（DIC）が引き起こされたことによって消費が亢進したことによる血小板減少と考えられてきた。京都大学霊長類研究所での事例と同一原因によるのかどうかについて、現在、霊長研グループとＮＢＲグループの専門家による詳細な比較検討を行っている。
